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＜H6-7-A：問題＞ 

有料道路に流出ランプを設置するため、点Ｏを中点とする単曲線ＡＢ及び直線部ＢＣか

らなる、道路の中心線を計画したところ、直線部ＢＣが埋蔵文化財上を通ることが判明し

た。このため、図７－１のように、点Ａは動かさずに単曲線の半径を変更し、直線部ＢＣ

を 8ｍ平行移動して直線部ＤＥとした。このとき計画変更後の単曲線ＡＤの半径はいくら

か。最も近いものを選べ。ただし、単曲線ＡＢの半径は 60ｍ、中心角は 260°、sin80°＝

0.98、cos80°＝0.17、tan50°＝1.19 とする。 
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図７－１ 
埋蔵文化財 
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＜H6-7-A：解答＞ 

 半径 60ｍの単曲線をＢＣ点をそのままにＥＣ点の接線を 8ｍ平行移動させたときの曲率

半径を求める問題であるから単純に 68ｍに近い４．か５．と推測できる。 

 

・まず移動前の接線長を求めるため下記の公式を用いる。 

Ｔ．Ｌ＝ＲtanI/2 

Ｒ＝60ｍ、Ｉ＝360°－260°＝100°であるから、元の接線長は 

  60ｍ×tan50°＝60.0ｍ×1.19＝71.40ｍ 

・次に接線長の増加分を三角形の比例から解く。 

  180°－I’＝180°－100°＝80° 

8.00ｍ／sin80°＝8.00÷0.98＝8.16ｍ 

・新しい接線長から半径を求める。 

71.40ｍ＋8.16ｍ＝79.56ｍ 

79.56ｍ＝Ｒ’tanI/2 なので 

∴ Ｒ’＝79.56ｍ÷1.19＝66.85ｍ≒67ｍ 

なお、形状に拘ることなく「単曲線は常に扇型」とイメージしながら解くこと。 

解答 ４ 
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＜H6-7-B：問題＞ 

次の文は河川測量について述べたものである。間違っているものはどれか。 

 

１．河川測量とは、治水工事、利水工事の計画や河川の維持管理等のために行う測量をい

う。 

２．法線測量とは河心線の接線に対して垂直方向の両岸の堤防法肩等に距離標を設置する

作業をいう。 

３．定期縦断測量とは、定期的に左右両岸の距離標及び堤防の変化点の地盤等について、

距離標からの距離及び標高を定め、縦断面図を作成する作業をいう。 

４． 定期横断測量とは、定期的に左右両岸の距離標の視通線上の地形の変化点等について、

距離標からの距離及び地盤高を定め、横断面図を作成する作業をいう。 

５．深浅測量とは河川、貯水池、湖沼又は海岸において、水底部の地形を明らかにするた

め、横断面図又は深浅図を作成する作業をいう。 
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＜H6-7-B：解答＞ 

問題各文について見ると、次のようになる。 

 

１．河川測量全般の記述である。よって問題文は正しい。 

２．法線測量とは堤防法線を現地に杭などで表す作業であるが、問題文は距離標設置測量

の記述をしている。よって問題文は間違い。 

３．定期縦断測量は左右両岸について水準基標の標高の点検や水門、堤防、橋梁などの構

造物についての測点・標高を測定し縦断面図を作成する作業である。よって問題文は

正しい。 

４．定期横断測量は距離標を基準にその視通線上の断面を測定し、横断図面を作成する作

業である。よって問題文は正しい。 

５．深浅測量は、河川や海岸・港湾などで水底部の地形を明らかにし横断面図又は深浅図

を作成する作業をいう。よって問題文は正しい。 

解答 ２ 
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＜H6-7-C：問題＞ 

海上に長方形の人工島を建設することになり、いったん完成時の地盤高まで土砂を投入

して平たんな土地にした。この状態で人工島の沈下量を予測したところ、図７－２に示す

ような各点の予測沈下量（ｍ単位）が得られた。人工島を完成させるためには、あとどれ

だけの土砂を投入すればよいか。次の中から選べ。ただし、土砂を追加投入することによ

る新たな沈下は生じないものとする。また、土量は図７－２に示すように、面積の等しい

４個の長方形に区分して、点高法により求めるものとする。 

 

１．10,650ｍ3 

２．10,750ｍ3 

３．10,850ｍ3 

４．10,950ｍ3 

５．11,050ｍ3 

 

図７－２ 
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＜H6-7-C：解答＞ 

 点高法による体積計算には三角形分割と長方形分割がある。今回は長方形なので後者を

使う。 

点高法というのは、問題文のように広い土地を一定間隔の長方形に分けてそれぞれの隅

点の高さの平均に面積を掛ける方法を指すが、単位面積（30×20＝600ｍ2）ごとに高さの

平均を取るよりもこの公式を利用すると、計算が早く間違いが少ない。 

 

Ｖ＝Ｓ（Σh1＋Σｈ2＋Σh3＋Σh4）／４ 

Σh1：１個の立体のみの高さの合計（外縁部）。 

Σh2：２個の立体が共有する高さの合計（小円で示した４点）。 

Σh3：３個の立体が共有する高さ（この中にはない）の合計。 

Σh4：４個の立体が共有する高さの合計（大円の１点） 

 

 

Σh1＝1×（3.2＋2.8＋3.2＋3.8）＝13.0ｍ 

Σh2＝2×（3.6＋3.4＋4.4＋4.8）＝32.4ｍ  

Σh3＝3×0＝0.0ｍ・・・奇数個の立体が共有する高さがないので「0」。 

Σh4＝4×6.4＝25.6ｍ 

これを代入すると、600 ㎡×（13.0ｍ＋32.4ｍ+0.0ｍ＋25.6ｍ）/４＝10650ｍ3 

  

解答 １ 
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＜H6-7-D：問題＞ 

次の作業は、用地取得のための測量の工程を示したものである。 

 作業工程の順序として正しいものはどれか。 

 

ａ． 一筆地の境界杭等を測量する境界測量 

ｂ． 取得用地等の面積の算出をする面積計算 

ｃ． 一筆ごとに土地の境界を確認する境界確認 

ｄ． 土地の取得に必要な諸資料を整理作成する資料調査 

            

１．ｄ－ａ－ｂ－ｃ 

２．ｄ－ａ－ｃ－ｂ 

３．ｃ－ｄ－ａ－ｂ 

４．ｃ－ｄ－ｂ－ａ 

５．ｄ－ｃ－ａ－ｂ 
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＜H6-7-D：解答＞  

「資料調査」→「ｄ．計画」→「ｃ．境界確認」→「ａ．境界測量」→「ｂ．面積計算」

→「成果」という流れになる。 

 

資料調査・・・地図（公図）の閲覧や土地調査 

境界確認・・・境界立会 

境界測量・・・境界点の観測、計算、図面作成 

面積計算・・・取得面積の算出及び図面作成 

 

解答 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


